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いよいよ生徒諸君は高校生として最後の１年

を迎えます。一人ひとり、どんな想いで、今を

迎えているでしょうか。

思えば、入学以来あっという間の２年間だっ

たかと思います。この２年間一人ひとり様々で

すが、どう過ごしてきたのか、年度初めに改め

て生徒諸君には振り返ってほしいと思います。

そして、しっかりとした反省の上に立って、焦

らずに、しかし着実に、この１年を過ごしてほ

しいと思います。

この１年間が生徒諸君にとってよりよい１年

になるよう微力ながら精一杯のサポートをした

いと考えています。保護者の皆様には、本年度

も今まで同様、御理解と御協力のほど、よろし

くお願いいたします。

さて、３年生になると、進路決定をめぐる緊

張感とは裏腹に、高校生活に慣れていろいろな

ことがルーズになってくる傾向があることも否

めません。入学以来、何度となく繰り返し注意

していることではありますが、今一度、以下の

点について生徒諸君には注意してほしいと思い

ます。

また、多くの部活動が夏休み前に終了するこ

ともあって、生徒が御家庭で過ごす時間が、今

までにも増して長くなる学年でもあります。家

庭学習の大切さは言うまでもありません。これ

までと同様、御家庭におかれましても、よろし

く御指導いただきますようお願いいたします。

１ 基本的な生活習慣

基本的な生活習慣の確立はすべての活動の基

盤です。毎朝決まった時間に起きて、食事を摂

り、学習をして、決まった時間に床につき、し

っかり睡眠を取る。この何でもない基本的な生

活習慣の乱れが、学習成績にも確実に悪い影響

を与えます。規則正しい生活を心がけて、遅刻

や欠席のないようにすること。やむを得ず遅刻

や欠席をする場合には、かならず学校に連絡す

るようにしてください。

服装や頭髪の乱れ、化粧やアクセサリーも生

活や心の乱れの現れです。

また、３年生になると、主に進路関係で、重

要な書類提出の機会が増えます。普段から提出

物はペンで書き、締め切りを厳守する習慣を付

けて欲しいと思います。

２ 学校の授業を大切に

学校の授業が学習の基本であることは、今ま

で同様、まったく変わりません。まずは、予鈴

が鳴ったら席に着くことが第一歩です。講座授

業や教室移動が増えるので、早めに移動して、

気持ちよく授業が開始できるように心がけて欲

しいものです。もちろん、真剣に授業に臨むこ

と、課題や復習を確実にこなすことが大切なの

は言うまでもありません。

また、授業以外にも、平常補習や休業中の補

習が、今まで以上にたくさん開講されます。も

ちろん、予習や復習が大切なのは授業と同じで

す。進学補習は授業と違って強制されるもので

はありません。逆に言えば、これをきちんと継

続できるかどうかが学力の獲得を左右します。

講義内容には嵯峨野高校で培われたの長年の受

験指導の経験が詰まっています。あとは、生徒

諸君がきちんと継続できるかどうかの問題です。

３ 家庭学習習慣

「自分で勉強する」習慣が、これからは不可

欠になってきます。誰かに強制されたり、誰か

が隣にいてくれたりしなくても、自分で自分の

時間を管理して、集中して学習できるようにな

っているでしょうか。受験は学年、クラスで互

いに支え、高め合う「団体戦」ですが、個々の

学習は「個人戦」です。「自分で勉強する」こと

ができなければ話になりません。学校の自習室

や土曜日の学校開放を利用するのもよいでしょ

う。「自分で勉強する」習慣がまだ身に付いてい

ない生徒諸君は、しっかり努力をして欲しいと

思います。

担任から

１組 山田 毅郎

１ヶ月前に３年生の卒業を祝福し、感動を味

わったばかりですが、今年度も３年１組の担任

となりました山田です。どうぞよろしくお願い

します。その卒業生を見ていて感じたことです

が、「計画を立てて毎日こつこつと努力を積み重

ねた生徒」が希望の進路を手に入れたように思

います。継続が宝物になると思います。最終決

戦です。頑張ろう。

２組 相原 佳典

高校生活も３分の２が終わりました。この２

年間、自分はどのように変わったでしょうか。

変わらなかったでしょうか。「激動」という言葉

が似つかわしいこの時代を切り拓いていく皆さ

んが、「成長」という変化とともに、ぶれること

なく目標を達成できるよう、精一杯、お手伝い

させていただきます。

３組 中藤 強

人生にはいくつかの節目があります。３年生

諸君にとって、今年は高校卒業後の進路を決め

る節目の年に当たります。どうぞ、この１年は

我が儘を止めて、精一杯努力して、言うだけで

なく実行する１年にしてください。

４組 村井 俊孝

桜も咲き、やっと暖かくなってきました。こ

の春の日を待ち望む気持ちと同時に、３年には

なりたくない気持ちもあったのではないでしょ

うか。でも、受験を嫌がってばかりもいられま

せん。この１年、自分が持てる限りの力を振り

絞って、前向きにチャレンジしていきましょう。

来年の春、穏やかな気持ちで桜の花を眺められ

るように...

５組 柴田 実香

今の社会情勢を見つめて下さい。自分が社会

とどのように関わっていきたいのか、それを実

現させるためにはどのような進路をとるべきか

をしっかりと考えて下さい。そして、その実現

のために全力で努力をして下さい。自らの人生

です。精一杯のサポートしたいと思います。

６組 神脇 順子

嵯峨野高校の最終学年を迎える春がついに来

ました。ここからは自分との戦いです。自分の

目指す道に向かって、揺るぎのない「力」を身

につけていって下さい。この「力」とは、学力

だけを意味するのではなく、困難に負けず進ん

でいく「力」です。それには、健康や精神力も

欠かせません。１年間共に頑張りましょう。

７組 吉本 知史

いよいよ３年生。勉強はもちろん、学校生活

のあらゆる場面において君たちが主役となると

きがきました。私は裏方に徹し、君たちが自ら

決めた道を、自身の手で力強く切り拓いていっ

てくれることを応援していきたいと思っていま

す。

８組 村瀬 養治

今年は進路決定という大きな節目を迎えます。

楽ではありませんが、決して乗り越えられない

ものでもありません。しっかりと目標達成への

一歩を踏み出し、楽しさも辛さも実感し、そこ

から何かをつかみとってほしいと思います。担

任として精一杯尽力します。


